
補足資料

平成 24 年度 部局組織評価シート 
部 局 名 ：総合科学部・総合科学研究科

前回の部局の組織評価において，改善を要すると認められる点として掲げられた事項へ

の取組状況及びその結果の検証

（学長による部局長ヒアリングで回答いただいた内容の進捗状況も含めて記入願いま

す。）

○「学部教育の理念の達成に向けて，ワーキンググループを設置し検討を行うなどして

いるが，引き続き理念達成に向けての努力を継続していただきたい。」

学部教育の理念をより高い水準で達成することを目的として，平成 23 年度から教

育プログラムの改編に着手し，ワーキングでの検討を積み重ねてきた。その結果，創

設以来堅持してきた一学科制の学部教育の理念・目標（基礎資料）を一層具体化する

ために，現行の 10 教育プログラムを，「総合科学プログラム」の１教育プログラムに

再編し，平成 25 年度よりスタートさせることになった。この改革案は，平成 24 年２

月の本学部教授会において承認後，全学の学士課程会議（平成 24 年７月）において

も承認された。

新しい総合科学プログラムは，「人間探究領域」，「自然探究領域」，「社会探究領域」

の３つの教育領域から構成される。各教育領域は，独自に完結する教育単位ではなく，

総合科学を共通の基盤として相互に結びつき，重なりあっている。学生は，１年次で

「総合科学の誘い」，「総合科学概論」を履修し，総合科学の基礎を学ぶ。２年次には

教育領域を選択するが，その教育領域中の授業科目群の履修だけにとどまらず，他の

教育領域の授業科目群，さらに，学際科目，専門共通科目を履修することにより，学

際性を備えた総合科学の手法を主体的に獲得できるようになる（資料１）。

○「卒業生がジャーナリズムなどで活躍し始めているようだが，そうした実績やキャリ

アパスを分かりやすく学生や社会に発信して欲しい。」

総合科学部・総合科学研究科ホームページにおいて，「就職・進路情報」のページ

を分かりやすい内容に改善するとともに，卒業生・修了生の進路（就職先）のデータ

を把握しやすいものに更新し，外部に向けての発信力の強化を図った。

また，前述の１教育プログラム化に沿って，学部案内（無限への挑戦）をリニュー

アルし，履修モデルの事例を加えるなど，キャリアパスの可視化の工夫を行った。

さらに，各界で活躍している卒業生の様子なども発信できるよう引き続き情報収集

に努め，学生のキャリア形成に役立つ情報を精選し提供するとともに，本学部，本研

究科の更なる国際化対応の一助となるべく，英文によるホームページの充実に努め

る。

○「教養教育の全学的責任組織として設置された教養教育本部が機能していくために，

学長のリーダーシップ，全学の統一された意思とともに，総合科学部としてこれまで

の実績を活かして積極的に関わっていくことを期待する。」

 教養教育本部設置後も，教養教育の中枢を担うカリキュラム部門を中心に多くの総

合科学部教員が教養教育の企画・実施，そして改善作業に参画しており，教養教育の

主たる授業担当実施部局として，現行の体制の一層の充実に向けて取り組んでいる。

また，現実に講義の多くを総合科学部教員が担当しているが，今後も教養教育本部と

連携して，教育の質を保証するため，担当者の意識を高める努力を継続して行う（資

料２，資料３）。
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各学部・研究科のミッションの再定義及び３つのポリシー（アドミッション，カリキュ

ラム，ディプロマ）について

【学部】

総合科学部は，「学際性，総合性，創造性を基本理念とし，総合的知見と思考力を涵養

するため，高度教養教育をむねとする専門的教育をおこなう」ことを教育の理念として掲

げている。アドミッション・ポリシーとしては，豊かな人間的教養を備えると同時に，幅

広い知識を統合して問題解決を図ることができ，国際社会に貢献できる人材の育成を目指

し，資料４のような学生を求めている。平成 25 年度入学生からスタートする１教育プロ

グラム（「総合科学プログラム」）においては，教育の理念・目標（基礎資料）の実現，達

成に向けて，ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーの見直しを図りつつ，日本

だけでなく，国際社会で十分活躍できる，意欲にあふれた人材等を育成し，この目標を実

現させるための教育の実施に努める（資料４）。

【研究科】

総合科学研究科は，豊かな人間性を備えた，重点的なジェネラリストの養成を教育の理

念・目標として掲げ（基礎資料），専門分野を超えた学際的・総合的な学問研究の展開を

ミッションのひとつとし，資料４（アドミッション・ポリシー）のような学生を求めてい

る。「総合科学専攻」の１専攻からなり，「人間科学部門」，「環境科学部門」，「文明科学部

門」及び「21 世紀科学プロジェクト群」の３部門１群で構成している。カリキュラムの

特色として，異分野，かつ国籍の異なる学生がチームを組んでグループで課題を追求する

共通コア科目を必修とし，重点的に学ぶ主領域科目での重点的な学習と同時に，それ以外

の他領域科目の修得を義務付けるなど，総合科学の知的技法を身に付けられるシステムと

している。このようなカリキュラムとディプロマ・ポリシー（資料４）を掲げ，学際性・

総合性・創造性に秀でた，21 世紀の「知識基盤社会」の現場に応用できる豊かな人間性

を備えた人材を養成するべく，特色ある教育の実施に引き続き努める。
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平成 24 年度 経営協議会学外委員評価シート 
【評価者】経営協議会学外委員 

評価対象部局：総合科学部・総合科学研究科

評価内容（部局組織評価シート及び部局長ヒアリングの内容を基に評価願います。）

（評価できる点）

・学部教育の理念を達成することを目的として，平成 25 年度より，現行の 10 教

育プログラムを「総合科学プログラム」の１教育プログラムに再編するなど，改

善を続けている点は評価できる。

・教養教育本部が機能していくために，教養教育の主たる授業担当実施部局とし

て企画・実施に積極的に関与し，分野横断的な「パッケージ科目」の設置や時代

に合った教養教育を取り込むなど，一層の充実に取り組んでいる点は評価できる。 

（改善を要すると認められる点）

・学生・社会への情報発信として，ホームページの改善・充実や高校への訪問，高

専等に対する説明会の開催などを行っているが，広報手段の多角化などによる情報

の発信・共有等に向けての努力を継続していただきたい。

・教養教育の主たる授業担当実施部局として、教養教育本部と連携して、広島大学

における教養教育の在り方等について，これまでの実績を活かして積極的に関わっ

ていくことを期待する。

・総合科学プログラムを実施する際に今後のプログラムの方向性を決める為に学生

からの評価・検証を行っていただきたい。
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平成 25 年度 部局組織評価シート 
部 局 名 ：総合科学部・総合科学研究科

前回の部局の組織評価において，改善を要すると認められる点として掲げられた事項

への取組状況及びその結果の検証

（学長による部局長ヒアリングで回答いただいた内容の進捗状況も含めて記入願い

ます。）

○「学生・社会への情報発信として，ホームページの改善・充実や高校への訪問，高

専等に対する説明会の開催などを行っているが，広報手段の多角化などによる情報

の発信・共有等に向けての努力を継続していただきたい。」

総合科学部・総合科学研究科ホームページにおいて，ウェブアクセシビリティを

強化するため，全学に先駆けて，トップページにスライドショーとロールオーバー

効果を導入し，各ページへよりアクセスしやすいものとなるように工夫・改善を図

った（資料１）。

なお，今年度から研究科紹介パンフレットの英語版（９月末発行予定）を新たに

作成することとしており，英文によるホームページについても情報量を増やすなど

充実を図り，優秀な留学生の獲得も含めた目的に沿う情報の発信力を更に強化して

いく。

 また，学部及び研究科の情報の発信・共有を有効かつ効率的に行っていくため，

引き続き，広報グループとの協力体制を構築し，継続的な努力を行っていく。

○「教養教育の主たる授業担当実施部局として，教養教育本部と連携して，広島大学

における教養教育の在り方等について，これまでの実績を活かして積極的に関わっ

ていくことを期待する。」

 教養教育本部設置後も，教養教育の中枢を担うカリキュラム部門を中心に多くの

総合科学部教員が教養教育の企画・実施，そして改善作業に参画しており，教養教

育の主たる授業担当実施部局として，現行の体制の一層の充実に向けて取り組むと

ともに，その体制を今後も維持していく。また，現実に講義の多くを総合科学部教

員が担当しているが，今後も教養教育本部と連携して継続的に改善する仕組みを構

築し，教育の質を保証するため，担当者の意識を高めるとともに，授業内容の改善，

さらには教養教育研究開発プロジェクトの研究成果の還元等，教養教育の充実に積

極的に関わっている（資料２，資料３）。

○「総合科学プログラムを実施する際に今後のプログラムの方向性を決める為に学生

からの評価・検証を行っていただきたい。」

平成 23年度に卒業生を対象に教育課程の内容等についてのアンケートを通じて，

学部教育のあり方について検証し，平成 25 年度からリニューアルした総合科学プ

ログラムの構築のために活用した。総合科学プログラムで新規開講する講義等につ

いて，学生アンケート・意見聴取を適宜実施し，学生からの評価を踏まえ，プログ

ラムの充実，評価・改善，検証に役立てていく。

また，キャリアセンターにおいて卒業後５年を経過した卒業生に対してアンケー

トを実施していることから，アンケート内容の精査，実施について連携を図り，回

答者の負担軽減並びに業務の効率化を推進する（資料４）。
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学生が成長するための工夫，取組について

【学部】

平成 23 年から，本学部の教育目標である総合的知見と思考力の涵養を強力に推進し，

「学際的・総合的視点から新しい状況に対応できる主体的能力」を育むための改革に着

手した。その結果，平成 25 年度から１教育プログラム（総合科学プログラム）制を導

入し，一体的教育を行っている。総合科学プログラムには，人間探究領域，自然探究領

域，社会探究領域の３つの教育領域があり，学生は，２年次からいずれかの領域を選択

し，そこで開講される授業を中心に学修を進めると同時に，他の教育領域の授業も履修

する。また，総合科学の視点を学ぶ本学部オリジナルの授業科目として，１年次には「総

合科学へのいざない」「総合科学概論」，高学年次には「学際科目群」を開講している。

特に，学生の主体的な思考力・分析力を涵養するため，１年次の「総合科学へのいざな

い」の総合討論（２回分）では，学生が自ら司会を担当し，全体討論テーマを選定し，

「日本のエネルギー問題に私たちはどう向き合っていくか」というテーマで，各自で調

査した内容をもとに，学生が主体となって活発な討論を行った。また，最後に授業の総

括が行われ，改善が必要な部分など，学生から様々な意見があった。学生の意見を基に，

次年度の開講に向け改善を検討し，更に良質の授業を提供していく（資料５）。

【大学院】

総合科学研究科は総合科学専攻１専攻からなり，人間科学部門・環境科学部門・文明

科学部門及び 21 世紀科学プロジェクト群から構成されている。学生は，部門内の 11 の

研究領域または分野横断型の 21 世紀科学プロジェクト群のいずれかに所属できる（資

料６）。研究指導は，３名以上の教員によって行い，副指導教員の１名以上は主指導教

員とは異なる領域から参画する（複数指導教員体制）。

教務委員会が学生の履修指導を支援する他，21 世紀科学プロジェクト群の履修指導を

行うために，21 世紀科学プロジェクト委員会を設けている。 
博士課程前期では，総合科学的視点を育成するために「コア科目（選択必修）」が，

また，コミュニケーション能力や研究倫理を習得するために「リテラシー科目」が開講

されている。コア科目は，PBL による学生参加型授業であり，専門分野・国籍の異なる

学生が共通テーマのもとグループ討論を行う。博士課程後期学生は，コア科目にティー

チングアシスタントとして参加し，マネジメント能力の育成を図る。これらの科目につ

いては，受講生アンケート等を参考に，さらに学生の主体的思考力を伸ばすため，評価・

点検・改善を行っていく。

平成 19 年度～21 年度文部科学省「組織的な大学院教育改革プログラム」として採択

された「文理融合型リサーチマネージャー養成プログラム」を支援終了後も継続実施し，

コア科目における PBL 型グループ討論，ファシリテータ養成，学生独自プロジェクト

等，学生の主体的な企画立案能力・マネジメント能力の向上のための取組を組織的に行

っている（資料７）。

また，研究科として学生の国際学会研究発表への支援を行っている。

さらに，アジアからの留学生の増加に伴い，留学生の研究能力を大学院入学前に高め

る目的で，特別補習講義等の開講を検討している。
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平成 25 年度 経営協議会学外委員評価シート 
【評価者】経営協議会学外委員 

評価対象部局：総合科学部・総合科学研究科

評価内容（部局組織評価シート及び部局長ヒアリングの内容を基に評価願います。）

（評価できる点）

・総合科学部・総合科学研究科での，特に全学的なミッションを背負った最近の取

組として，平成 25 年度から新しいカリキュラムをスタートさせるなど，大変積極

的で，活力があるように印象づけられる。

・文系，理系の枠を越えた文理融合領域における教員の採用なども行われており，

新しい研究領域の開拓への意気込みも，インターネット等で分かりやすく公開され

ている。

・全学の教養教育を担う主な責任部局として，教養教育の在り方を常に思考し，実

践の努力を続けている。

（改善を要すると認められる点）

・総合科学部は，ジェネラリストではなくあらゆる方面から考えられるスペシャ

リストを育てるという意味で，「重点的ジェネラリスト」という表現が誤解を招か

ないよう検討していただきたい。

・インタ―ネットで公開されている教養教育のシラバスに，教養ゼミが多数ある。

「授業の目標・概要等」欄には「詳細は各学部のシラバス等を参照すること。」と

ある。

各学部のシラバスに，教養ゼミのシラバスがあることは，学生の視点に配慮した

体系化されたシラバスとは見えない。教養教育のシラバスとして，一体化すること

を望みたい。

・広島大学に入学して，学生が最初に出会うのが教養教育である。「学生が成長す

る大学」を目指す広島大学は，学生が成長するための教養教育の在り方を全学的に

明確にして，実践して頂きたい。学長の下に置かれた教養教育本部と全学の教養教

育を担う主な責任部局である総合科学部とに，他の多くの部局に対する先導的な役

割を期待する。
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経営協議会学外委員評価シート 

【評価者】経営協議会学外委員 

評価対象部局：総合科学部・総合科学研究科 

評価内容（部局長によるプレゼンの内容を基に評価願います。） 

（評価できる点） 

○ 学生が進む専門領域を選ぶ際のフォローとして，共通科目「総合科学概論」等

の講義・体験等のほか，チューター・教育領域委員会による学生個々人に対応す

る履修指導が行われている。 

（改善を要すると認められる点） 

○ 学部学生に対するＰＢＬ授業について，1年次よりも 3年次あたりで実施した

方が，ＰＢＬで学んだことを卒業時に活かしやすいのではないか。

○ 学部から研究科への内部進学率を高める方策を講じる必要がある。

○ 教養の語学教育について，英語以外の外国語にも一層の力を入れていただきた

い。 

なお、学生との意見交換の折、総合科学部の入試科目について文系型科目と理系 

型科目の違いがあり，入学後の履修に困難がある旨の発言があった。学部として 

色々工夫している事は承知しているが、カリキュラム上の構成と教育方法の改善 

等を含め更に検討されたい。 
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あとがき 
 

平成 24 年度から平成 26 年度を調査期間とする自己点検・評価実施報告書の作製は，平

成 27 年度総合科学研究科評価委員会（古川康雄，髙谷紀夫，山崎 護（支援室長），坂田

省吾，柴田美紀，淺野敏久，石坂 智，荒見泰史，田口 健，井口容子）と支援室（総務

担当）を中心として平成 27 年 9 月末に着手し，この度，ようやく冊子としてまとめること

ができた。本報告書の大部分は，教育領域委員会，教務委員会，21 世紀科学プロジェクト

委員会を通して，多くの先生方に原稿の執筆をお願いした。また，エビデンス資料となる

教育活動，研究活動，組織運営などに関する多くのデータの収集と整理を事務職員の方々

にお願いした。これら多くの方々のご協力のおかげで、なんとか年度内に自己点検・評価

実施報告書の完成をみることができた。 

今回の報告書の体裁は前回のものを踏襲しており，過去３年間に渡って行われた

学部と研究科における教育活動，研究科における教育・研究活動，地域・社会貢献

活動などについて総括されている。本調査期間中に、総合科学部では教育プログラ

ムの変更という大改革がなされた。本報告書では，従来の 10 プログラム制と新し

くスタートした１プログラム制である「総合科学プログラム」について，その改変

の経緯も含めて併記されているが，総合科学部が目指す学生教育は本来どのような

ものであるのかという事が明確に示されていると思う。 

本研究科の３部門における専門分野に特化した教育・研究活動と，21 世紀科学

プロジェクト群を代表とする学際的，総合的教育・研究活動は，本研究科における

教育・研究活動の両輪である。過去３年間の研究業績，外部資金獲得状況，21 世

紀科学プロジェクト群の活動状況を示すエビデンス資料をまとめてみると，本研究

科の理想の実現に向けて着実に成果が挙げられていることがわかる。なお，本報告

書の末尾に，過去 3年間の部局組織評価シート，経営協議会学外委員評価シート，

部局組織評価プレゼン資料を添付しておく。これらの資料は，本調査期間において，

総合科学部・総合科学研究科が受けた評価ならびにその改善について記されている

ものである。  

最後に，本報告書の作製にあたっては，多くの教職員の方々に原稿依頼や資料収

集・整理のためご無理をお願いした。ここに，厚く謝意を表して結びとする。 

 

 

平成 28 年 3 月 

総合科学研究科評価委員会 

委員長  古川 康雄 

 


	【最終】部局組織評価H24-25（20160317）
	【最終】総合科学部研究科プレゼン資料
	【最終】学外委員評価シート（総合科学研究科）(3)


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




